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教会数　　９８ヶ所

布教所数  ８７ヶ所

ようぼく数　3042 人
       （R186.8 月現在）

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー

　

「
立
教
187
年
全
教
一
斉
に
を
い

が
け
デ
ー
」
が
、
9
月
28
日
～
30

日
の
3
日
間
を
「
支
部
実
動
日
」

と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

福
島
支
部
（
椿
秀
教
支
部
長
）

で
は
29
日
、
教
務
支
庁
周
辺
で
戸

別
訪
問
を
行
っ
た
後
、
に
を
い
が

け
ド
リ
ル
ミ
ニ
ミ
ニ
版
を
開
催
。

そ
の
後
、
路
傍
講
演
を
行
っ
た
。

28
日
に
は
渡
利
地
区
、
30
日
に
は

蓬
莱
地
区
で
も
に
を
い
が
け
を
行

い
、
述
べ
18
名
が
参
加
し
た
。

　

耶
麻
支
部
（
近
藤
直
光
支
部
長
）

で
は
3
日
間
に
わ
た
り
、
猪
苗
代
、

坂
下
、
喜
多
方
と
場
所
を
変
え
な

が
ら
、
連
日
、
神
名
流
し
、
路
傍

講
演
、
戸
別
訪
問
を
行
い
、
述
べ

約
60
名
が
参
加
し
た
。

一
手
一
つ
に　

世
界
た
す
け
の
歩
み
を
進
め
よ
う

　

郡
山
支
部
（
橋
本
義
弘
支
部
長
）

で
は
29
日
、
古
港
分
教
会
を
拠
点

に
神
名
流
し
、
郡
山
駅
前
で
の
路

傍
講
演
を
行
い
、
13
名
が
参
加
し

た
。

　

そ
の
他
の
支
部
で
も
、
年
祭
活

動
2
年
目
に
ふ
さ
わ
し
い
「
に
を

い
が
け
デ
ー
」
と
な
る
よ
う
、
一

手
一
つ
に
つ
と
め
ら
れ
た
。

福
島
支
部

耶
麻
支
部

郡
山
支
部
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少
年
会
福
島
教
区
団
（
近
藤

直
光
団
長
）
は
、
7
月
28
日
か

ら
8
月
2
日
、
「
少
年
ひ
の
き
し

ん
隊
本
部
練
成
会
」
に
3
名
（
男

子
1
名
、
女
子
1
名
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
1
名
）

で
入
隊
し
た
。 「

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
練
成
会
」
に
3
名
入
隊

　

28
日
、
教
務
支
庁
に
集
合
し
た
参
加

者
は
、
隊
服
を
合
わ
せ
る
な
ど
し
た
後
、

お
ぢ
ば
に
向
け
て
出
発
、
夜
に
は
無
事

に
到
着
し
た
。

　

翌
日
は
、
午
前
中
、
神
殿
を
参
拝
し

た
り
、
行
進
練
習
を
す
る
な
ど
し
て
入

隊
に
備
え
、
午
後
か
ら
お
や
さ
と
や
か

た
東
棟
地
下
の
宿
舎
に
入
っ
た
。

　

7
月
29
日
～
8
月
1
日
の
2
次
隊
期

間
中
は
、
秋
田
教
区
、
長
野
教
区
と
合

同
班
と
な
り
、
行
動
を
共
に
し
た
。
連

日
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
令

さ
れ
る
ほ
ど
暑
い
日
が
続
き
、
朝
早
く

か
ら
夜
遅
く
ま
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
体
力
的
に
も
厳
し
い
中
、
「
お
茶

接
待
ひ
の
き
し
ん
」
で
人
の
た
め
に
尽

く
す
喜
び
を
味
わ
っ
た
り
、
「
廻
廊
ひ

少年会

の
き
し
ん
」
や
「
リ
ト
ル
マ
ガ
ジ
ン
ワ
ー

ル
ド
」
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
187
」
な
ど
の
行
事

に
参
加
し
た
り
、
他
教
区
と
の
交
流
行
事

を
楽
し
む
な
ど
、
夏
の
お
ぢ
ば
を
十
分
に

堪
能
し
た
。

　

1
日
に
解
隊
後
に
は
、
事
後
研
修
と
し

て
長
島
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
。　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
・
Ｋ
）
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災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
福

島
教
区
隊
（
荒
井
弘
徳
隊
長
）

で
は
、
8
月
30
日
～
9
月
1
日
、

山
形
県
戸
沢
村
へ
10
名
が
出
動
、

水
害
か
ら
の
復
旧
活
動
に
尽
力

し
た
。
当
初
、
「
北
海
道
・
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
」
が
同
時
期

に
山
形
教
区
で
行
わ
れ
る
予
定

だ
っ
た
が
、
地
域
の
要
請
を
受

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
出
動　

　
　

 　
　
　
　
　

山
形
豪
雨
水
害

け
て
、
急
遽
、
実
動
へ
と
変
更
と
な
っ
た
。

　

7
月
25
日
、
梅
雨
前
線
が
活
発
化
し
、

山
形
県
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
「
大
雨

特
別
警
報
」
や
「
土
砂
災
害
警
戒
警
報
」
が
発
令
さ
れ
た
。

記
録
的
な
大
雨
の
影
響
で
、
最
上
川
中
下
流
域
が
氾
濫
、

死
者
3
名
を
は
じ
め
、
２
千
棟
を
超
え
る
建
物
に
被
害

が
あ
っ
た
。

　

山
形
教
区
隊
で
は
8
月
初
旬
か
ら
救
援
活
動
を
展
開

し
て
い
た
が
、
戸
沢
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら

引
き
続
き
の
出
動
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、
本
部
隊
と
北

海
道
東
北
の
7
教
区
隊
の
出
動
と
な
っ
た
。

　

30
日
結
隊
式
の
後
、
福
島
教
区
隊
は
戸
沢
村
の
民
家

へ
他
教
区
と
共
に
出
動
。
汚
泥
が
流
れ
込
ん
だ
屋
内
か

ら
、
水
に
浸
か
っ
て
使
え
な
く
な
っ
た
家
電
製
品
や
家

財
道
具
を
リ
レ
ー
方
式
で
外
へ
搬
出
し
、
ト
ラ
ッ
ク
で

災
害
ゴ
ミ
の
集
積
場
へ
運
ん
だ
。
ま
た
屋
外
で
は
、
堆

積
し
た
汚
泥
を
土
嚢

に
詰
め
た
り
、
敷
地

内
の
草
刈
り
を
し
た

り
し
た
。

　

翌
日
、
翌
々
日
も

被
災
し
た
別
の
民
家

へ
出
動
。
残
暑
厳
し

い
中
、
家
財
道
具
の

搬
出
や
汚
泥
の
撤
去

を
黙
々
と
行
っ
た
。

　
　
　
　

（
Ｈ
・
Ａ
）
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　　道の

教職員の集い

「
総
会
」
「
成
人
塾
」　

　
　
　
　
　

を
開
催

年
度
の
「
総
会
」
を
猪
福
島
教
務
支
庁
で

開
催
、
7
名
が
参
加
し
た
。
活
動
報
告
等

の
議
事
の
後
は
、
会
食
の
場
も
設
け
、
親

睦
を
深
め
た
。

　

7
月
22
日
に
は
「
成
人
塾
」
を
磐
城
平
大

教
会
で
開
催
。
小
学
生
1
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
た
24
日
に
は
猪
苗
代
分
教
会
で
開
催
、

同
教
会
で
運
営
し
て
い
る
「
こ
ど
も
食
堂
」

の
利
用
者
を
中
心
に
、
30
名
を
超
え
る
小

学
生
・
中
学
生
が
参
加
し
、
10
名
を
超
え

る
ス
タ
ッ
フ
が
世
話
ど
り
に
当
た
っ
た
。

午
前
中
の

３
時
間
は

各
自
夏
休

み
の
宿
題

に
取
り
組

み
、
分
か

ら
な
い
と

　

福
島
教
区
道
の
教
職
員
の

集
い
（
齊
藤
元
康
代
表
世
話

人
）
で
は
、
6
月
30
日
、
今

学生会

学
生
の
集
い
「
ま
な
び
ば
」
を
開
催

　

福
島
教
区
学
生
担
当
委

員
会(

国
分
一
志
委
員
長)

で
は
、
8
月
18
日
福
島
教

務
支
庁
に
て
、
学
生
の
集

い
「
ま
な
び
ば
」
を
開
催
。
今
年
か
ら
参
加
対

象
が
高
校
生
か
ら
学
生
（
高
校
生
以
上
）
と
な

り
、
学
生
3
名
、
ス
タ
ッ
フ
5
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
謎
解
き
や
、
風
船
や
ピ
ン
ポ
ン
玉

を
使
っ
て
身
体
動
か
す
ワ
ー
ク
を
通
し
て
参

加
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
。

　

そ
の
後
、
『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
逸
話
篇
』

を
用
い
て
ク
イ
ズ
形
式
で
3
つ
の
『
逸
話
篇
』

に
ふ
れ
、
福
島
教
区
学
生
担
当
委
員
会
前
委

員
長
の
杉
澤
元
和
先
生
よ
り
お
逸
話
に
基
づ

い
た
お
話
を
い
た

だ
い
た
。

　

最
後
に
、
全
体

を
通
し
て
の
ふ
り

か
え
り
と
し
て
、

今
日
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
の
生
活
に

ど
の
よ
う
に
活
か

し
て
行
け
る
か
話

し
合
っ
た
。

　

 

　

（
Ｙ
・
Ｎ
）
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少年会

「
福
島
教
区
お
泊
ま
り
会
」
を
開
催

を
開
催
し
、
少
年
会
員
13
名
、
育
成
会
員

10
名
が
参
加
し
た
。

　

午
後
に
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
ま
ず
神

殿
で
参
拝
し
た
後
、
参
加
者
全
員
で
お
風

呂
に
向
か
っ
た
。
教
務
支
庁
に
戻
り
、
夕

づ
と
め
前
に
佐
久
間
雄
大
・
福
島
支
部
少

　

少
年
会
福
島
教
区
団
（
近

藤
直
光
団
長
）
で
は
、
8
月

18
日
、
19
日
、
福
島
教
務
支

庁
で
「
教
区
お
と
ま
り
会
」

年
会
育
成
委
員
長
よ
り
教
祖
の
お
話
を
聞

き
、
夕
食
後
は
ス
イ
カ
割
り
や
花
火
、
肝

試
し
と
、
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
の
夏
の
夜
を

過
ご
し
た
。

　

翌
日
は
、
教
務
支
庁
内
外
の
片
づ
け
・

清
掃
の
ひ
の
き
し
ん
を
行
っ
た
後
、
あ
づ

ま
運
動
公
園
に
移
動
し
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
を
暑
さ
を
忘
れ
て
楽

し
み
、
昼
食
後
、
解
散
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
・
Ｋ
）

こ
ろ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
や
現
役

の
教
員
が
丁
寧
に
指
導
に
当
た
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た

が
、
室
内
で
遊
ん
だ
り
、
み
ん
な
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
パ
フ
ェ
作
り
を
し
た
り
と
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
夏
休
み
の
宿
題
が
全

部
終
わ
っ
た
」
「
パ
フ
ェ
も
お
昼
ご
飯
も
美

味
し
く
て
何
回
も
お
か
わ
り
し
た
」
と
言
っ

た
感
想
が
あ
っ
た
。　
　
　
　

（
Ｍ
・
Ｓ
）
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9
月
19
日
、
教
区
総
出
ひ
の
き
し

ん
が
教
務
支
庁
で
開
催
さ
れ
、
30
名

が
参
加
し
た
。
建
物
周
り
の
除
草
を

中
心
に
行
い
、
昼
前
に
は
き
れ
い
に

な
っ
た
。

教区総出ひのきしん

「
婦
人
会
総
会
」
を
開
催

　

福
島
教
区
婦
人
会
（
平
澤

栄
美
主
任
）
で
は
、
9
月
3

日
、
「
婦
人
会
総
会
」
を
開

催
し
、
会
員
53
名
を
含
む
総

数
65
名
が
参
加
し
た
。

　

午
前
10
時
よ
り
お
つ
と
め
衣
を
着
て
３

交
代
で
お
つ
と
め
を
つ
と
め
た
。

　

続
く
式
典
で
は
、
婦
人
会
本
部
よ
り
ご

祝
辞
を
平
澤
主
任
が
代
読
し
、
教
区
長
先

生
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

引
き
続
き
、
安
達
支
部
安
達
分
教
会
委

員
部
長
・
荒
井
麻
子
さ
ん
と
福
島
支
部
瀬

ノ
上
分
教
会
長
・
新
村
と
し
さ
ん
が
感
話

を
し
、
年
代
の
違
う
２
人
の
そ
れ
ぞ
れ
通

ら
れ
た
道
を
お
話
し
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｅ
・
Ｈ
）

婦人会

布教部巡回

安達支部
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「
に
を
い
が
け
支
部
巡
回
」
を
実
施

　

福
島
教
区
布
教
部
（
生
江

一
行
部
長
）
で
は
、
各
支
部

の
支
部
例
会
な
ど
に
合
わ
せ

て
布
教
部
員
を
派
遣
し
、
「
に

を
い
が
け
支
部
巡
回
」
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、

教
祖
140
年
祭
へ
向
け
て
今
年
と
来
年
の
9
月

を
「
全
教
会
布
教
推
進
月
間
ー
一
手
一
つ
に

世
界
た
す
け
の
歩
み
を
進
め
よ
う
」
と
し
て
、

各
教
会
を
拠
点
に
、
布
教
活
動
を
活
発
に
推

し
進
め
る
と
本
部
布
教
部
よ
り
打
ち
出
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
各
教
会
長
と
と
も
に
に
を
い
が
け
を

行
う
こ
と
で
、
そ
の
実
動
を
後
押
し
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
7
月
3
日
の
福

布教部

島
支
部
（
8
名
参
加
）
を
皮
切
り
に
、
9
月

3
日
安
達
支
部
（
6
名
参
加
）
4
日
会
津
支

部
（
14
名
参
加
）
、
6
日
耶
麻
支
部
（
14
名

参
加
）
、
7
日
い
わ
き
支
部
（
7
名
参
加
）

と
行
わ
れ
た
。

　

布
教
部
員
と
教
会
長
が
中
心
と
な
り
、
神

名
流
し
や
路
傍
講
演
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
「
天
理
王
命
」
の
神
名
と
教
え
の
一

端
が
伝
え
ら
れ
た
。　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｎ
）

福
島
支
部

会
津
支
部

耶
麻
支
部

い
わ
き
支
部
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天理教基礎講座（福島会場）

【日時】

　11 月 17 日（日）13 時 30 分～

【会場】

　二本松交流センター（二本松市）

【講師】　本部講師・澤田芳江先生

（愛静大教会長）

きょういく講演会

【日時】　11 月 2 日 ( 土 )

　　　　　14：30 ～ 16：00

【場所】　ラコパふくしま

　　　　（福島市仲間町 4-8）

【内容】　講演・質疑応答

【講師】　辻　真一先生

　　　　（甲京分教会長 )

【テーマ】 「不登校対応講座」

【参加費】　無料

福島教区ホームページ　　「天理教福島教区」で検索！
Http://tenri-fukushima.sakura.ne.jp

◎福島教区管内会場◎　　　　　　　（10 月 1 日現在）

支部 会場 日時 会場ごとのプログラム内容
福島 福島分教会 4日 9：30 ～ 11：30 講話
安達 安達分教会 3日 10：00 ～ 11：30 ひのきしん

郡山 行理山分教会 4 日 10：00 ～ 13：00 教祖のひながたを Q＆Ａで学ぶ

田村 三春分教会 3日 10：00 ～ 13：00 おつとめまなび

耶麻 新河沼分教会 4日 9：45 ～ 12：00 おつとめの心構え講習会
会津 若會分教会 4日 10：30 ～ 13：00 おつとめまなび
いわき 磐城平大教会 4日 9：30 ～ 12：00 ビデオ視聴、茶話会
相双 福相分教会 3日 10：00 ～ 14：00 茶話会

原町分教会 4日 9：30 ～ 11：30 茶話会

11 月 3 日、4日は『ようぼく一斉活動日』

全教一斉にをいがけデー
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